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１）MRA、OCAって何？
　MRAはMoral Re Armamentの略です。第一次大戦後
の1920年代にFrank Buckman博士がオックスフォード・グ
ループと呼ばれる平和運動を提唱したことから始まりました。
第二次大戦後スイスのCauxで「世界会議」を開催し、「独・仏
の和解」や日本を含む「アジアの融合」運動などを展開しまし
た。このグループは冷戦の中で武力の再武装を進めるので
はなく、Moralの再武装を行うことを提唱してきたのです。こ
れがMRAの活動の起点です。
　その後米国ではミュージカルショーを公演しながら世界を
旅行して、青年の教育を行う「Up with People」という教育
財団に展開し、日本では「（財）MRAハウス」として国際相互理
解の増進を図る事業、国際的リーダー・人材の育成を図る事
業等へと発展しました。
　OCAはOff Campus Activitiesの略です。1971年（財）
MRAハウス内にアジアとの国際交流、学生交流事業を目的
として発足しました。この年日本の大学生が東南アジアの大
学を訪問し、その後50年近く東南アジア、韓国、台湾を中心
に若者の国際交流活動を続けています。

２）何の目的のために？
　私たちは国際交流プログラムを通して以下のような考え
方、生き方を皆で共有してゆきたいと考えています。

①海外の友達を持ち、海外を身近に考えること。
②世界の動きに注目し、広い世界観を持つこと。自分の意
見をはっきり持つこと。
③自分が何をしたいのか、何をすべきか、何が正しいか、
こころの声を静かに聞いて書き留め、その声に素直に従う
こと。
④人はそれぞれ異なる。多様な価値観を受け入れ、人をあ
りのままに理解し愛すること。
⑤人が今どのような気持ちでいるか思いやり、考えること。
⑥誰が正しいかではなく、何が正しいかを考えること。
⑦無私の精神。社会のためにどのように生きるかを常に模
索すること。

　このような考え方で人と接し、日々の生活を楽しみ、人生
を送ることができればよいと思います。

３）どんなプログラムを展開しているの？
　OCAは、表現活動で個性を伸ばし、多様な価値観を認め
合える社会の実現を目指す「コモンビート」と協力して以下の
ようなプログラムを行っています。

①Asian Beat Project
　歌とダンスを通じて国際交流を行うプログラムです。毎年

日本、台湾、韓国のメンバーでperformanceを作りアジア
各国を訪問し、大学や孤児院で公演を行います。ひとつの舞
台を作って公演し、一緒に旅をすることでたくさんの友達を
作ることができます。
②タイ学生訪日研修プログラム
　タイのチュラロンコン大学、チェンマイ大学、メイファール
アン大学大学の学生が来日して、日本の大学生と交流するプ
ログラムです。毎年ホームステイも行っています。このプロ
グラムで友達になった日本とタイの学生が一緒に今度は北部
タイを訪問します。
③北部タイ訪問プロジェクト
　日本とタイの学生が一緒に北部タイを訪問するプログラム
です。チェンマイ大学、メイファールアン大学大学、孤児院を
訪問して北部タイの現状を学びます。
④北部タイの孤児院支援プロジェクト
　タイのチェンライにある山岳民族の孤児院メイコック ファ
ンデーション、チェンマイにあるHIV感染孤児院のバーンロ
ムサイを支援しています。寄付を送るとともに毎年必ず訪問
し、ボランティア活動を行っています。
⑤Up with People 参加支援制度
　私たちは毎年米国の教育財団Up with People に参加す
る2名の若者を支援しています。
⑥おにぎりフレンズプロジェクト
　日本のUp with Peopleの卒業生が各国のUWPの卒業生
や若者を日本に呼んで14日間ホームステイすることで日本
の家族のありのままの姿、各地の文化を紹介するプロジェク
トです。
⑦スクールプロジェクト
　日本全国の小学校を訪問して「世界のダンス教室」というプ
ログラムを提供します。ダンスを楽しみながら、小さい時か
ら世界に興味を持ち、人はそれぞれ異なることを理解しても
らうプロジェクトです。2019年は延べ43校を訪問しました。

４）どうやって参加したらいいの？
　私たちのプログラムと目的に共感頂いた方は是非プログ
ラムに参加ください。以下のMRAハウスのホームページと
NPO法人コモンビートのホームページに活動予定と募集要
項が乗りますので、参加ご希望の方はホームページに記載さ
れた申し込み方法に基づきご連絡をお願いします。

MRA Foundation　
https://www.mrafoundation.or.jp/

コモンビート
https://commonbeat.org/
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　Asian Beat Projectスタッフの島林由香（ゆかちん）です。
今年も各国の仲間とかけがえのない素敵な時間を過ごした
ので、報告します！

＜プロジェクト実施概要＞
■開催期間

サマーキャンプ：9月7日（土）～8日（日）1泊2日
本ツアー：10月26日（土）～11月4日（月）10日間

■滞在地域
サマーキャンプ：東京　本ツアー：タイ

■参加者
サマーキャンプ：日本7人、台湾7人、韓国2人、スタッフ
4人、計20人
本ツアー：日本11人、韓国2人、スタッフ4人、計17人

言葉が通じないって楽しい
　1泊2日のサマーキャンプ。台湾と韓国、そして日本各地か
らキャストが集まり、初めて顔を合わせました。半分くらいは
母国語しか話せない状況で、自己紹介をし、気持ちのシェア
やツアーのことを話す中で、もどかしい部分もたくさんありま
したが、それぞれが一生懸命伝えようとチャレンジする姿が
そこにはあり、その気持ちがあるからこそ仲良くなれんるんだ
なと感じました。今回は台湾キャストが本ツアーに参加できず
残念でしたが、サマーキャンプ以降も連絡を取り合い、ツアー
の写真を共有したりして、良い関係を築くことが出来ました。

島林 由香
Yuka Shimabayashi

怒涛の本ツアーの始まり
　10日間、初めましてのメンバーも多い中でタイを旅してい
くこのツアーは、歌やダンスや遊びを通して、多様な価値観
を認め合い、友達を作ることを目的としています。現地の人
達との交流はもちろんですが、キャスト同士も寝食を共にす
ることで、オープンに感情を表現したり、時にはぶつかったり、
非常に濃い時間を過ごします。今回も、年齢も育った環境も
様々だけど、言葉を越えて笑いあうこと、足りないことを楽し
むことを学んだ、最高のツアーでした！

ラオス、ミャンマー国境越え
　ラオスはボートで国境を越えました。観光地として賑わい、
3か国が交わるこの地点は「ゴールデントライアングル」と言わ
れ、昔は麻薬の育成、密売地域だったそうです。ミャンマー国
境は歩いて渡り、この距離なのに「空気が変わった」「人の雰囲
気や表情が違う」など少し怖い印象を持ったキャストも中には
いました。島国日本ではなかなか感じることのない感覚。韓国
キャストとも国境について話ができたのは貴重な時間でした。

タイの文化体験
　ツアーの中盤にタイの「瞑想ダンス」を体験しました。チェ
ンマイの街から少し外れたところの静かな施設で、タイの講
師を迎え、静と動の時間を体全体で体感しました。ツアーの
忙しいスケジュールの中、自分と向き合いリフレッシュする時
間が有難かったというキャストの声もありました。また、フィ
リピン、イスラエルなどからも参加者がいて、そこで出会っ
た人たちとも繋がりができたことも良かったです。また、タイ

の文化といえば、自然と動物です！象と触れ合ったり、チェン
ライでは毎朝川辺でラジオ体操が始まるなど、のんびりした
タイのローカルライフを体験しました。

歌とダンスで子どもたちと交流
　２つの孤児院に訪問しました。チェンマイのBan Rom Sai
では短い滞在時間でしたが、孤児院の見学ツアーや運営のこ
とを教えてもらい、支援の在り方やこれから自分たちに何が
できるのか、考えさせられる時間でした。子どもたちとの交
流では、自由時間に「私たちのダンスを見て！」と積極的に踊り
を見せてくれたり、帰り際までハグして手を繋いで、名残惜し
い時間でした。
　チェンライのMaekok Foundationには3日間滞在し、灯
篭流しやゲームを楽しみました。キャストが自分たちでどん
な交流をするか考えて創ったドキドキの時間。子どもたちや
村の人達とも笑顔で触れ合っていたのが印象的でした。

Asian Beat Project 2019
10月26日〜11月4日

10 月

アジアンビート プロジェクト タイ交流ツアー

①タイ料理！「甘い、酸っぱい、辛い」手作りのおもてなしが暖かい＠Maekok Foundation　②ミャンマー、ラオス、タイの国境で。
この時代に生まれたことを仲間と噛み締める。　③瞑想ダンス「OSHOメディテーション」自分と向き合う、時に激しく時に静かな時間。　
④写真で見ていた世界。触れてみると、温かくて優しい。ありがとうが込み上げてくる。

最後のフルショー。悩んでぶつかって、やっとたどり着いた最高の仲間との最高の時間！

私たちの「Make The Wave」。どんな素敵な波を起こせるか！これから挑戦して
いく。

道の先は見えなくとも、大自然の中全て移り変わっていく。私たちには何ができるだろうか。

1 2

3 4
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大学でのパフォーマンス
　サマーキャンプ、練習合宿、ツアー中の隙間時間。練習時
間は非常に限られた中で、45分間のオリジナルのショーを作
ることは容易ではありません。ツアー2日目に行ったチェンマ
イ大学では、自信もなくキャスト同士のチームワークもままな
らず、なかなか思うようにいかなかった感覚でしたが、それで
もタイ語韓国語台湾語で歌った歌で、感動して泣いていた学
生がいたり、最後のダンスでは全員がステージに上がり踊っ
たりと盛り上がりました。終盤に訪問したMae Fah Luang大
学では、キャスト同士で自分たちに必要なことが何なのか考

え、どうしたらお客さんに喜んでもらえるか、それらを踏まえ
て自分たちで練習し、本番を迎えました。そこには、見違え
るように生き生きと自信をもってショーを行っているキャスト
たちがいました。必要だったのは、お互いの今の気持ちを共
有し、一丸となってショーに臨むこと！だったように思います。
400人の教室にいっぱいの学生たちが観に来て、学生たちの
パフォーマンスやハロウィンの催しなど、非常に充実したイベ
ントでした。そのあとの食事会では、英語が苦手なキャストも
積極的に話しかけていたり、各テーブルで盛り上がり、ツアー
の前半では想像も付かなかった光景が広がっていました。

　これからキャストを集めるために、全国
各地、そしてアジア各国で体験説明会を実
施予定！
　興味のある方は、是非、参加してくださ
い！限定40名の募集です。歌やダンスを通
して今までにない、異文化交流ツアーを体
験してみませんか？？
　体験会情報は、OCAホームページ、また
は、コモンビートのホームページから！

2020年アジアンビートプロジェクト
次は「インドネシア」に行くことが決定！ 11月21日（土）～29日（日）の9日間！

Japan(11)

Korea(2) Taiwan(7)

Taiwan(7)

Staff Member(4)

Sam
斎藤 雄介

Gunma

Mickey
池崎 みゆき

Kagoshima

Rappi
中田 剛史

Tokyo

Afo
穂山 由佳

Osaka

Kazuma
上田 一真

Tokyo

Seiga
菊地 星雅

Akita

Rimi
斎藤 理美

Osaka

Nari
藪 咲英

Osaka/Nagoya

Usagi
宇佐美 誠

Gunma

Tsubame
久保 綾乃

Osaka

Hikaringo
松村 ひかり

Osaka

Betty
呉珮伃

WU, PEI-YU

Lisai
何安淳

HE, AN-CHUN

Sharon
 薛嘉萱

HSUEH, CHIA-HSUAN

Abi
 林宣妗

LIN, XUAN-JIN

Wong san
이원규

Lee Wongyu

Juhong
김주홍

Kim Juhong

Eric
杜哲旭

DU, ZHE-XU

Lily
何安雯

HE,AN-WEN 

Una
呉悠悠

WU, YU-YU

Takahashi san
高橋 信幸

Chiba

Ted san
我妻 宣忠
kanagawa

Moppi
三矢 楓

Kyoto

Yukachin
島林 由香

Fukuoka

Asian Beat Project 2019 参加者

カメラを向けるとこの人だかり！ シャイなのに人懐っこい、また会いたくなる国です。

3日間。名前を呼んであげられただろうか。私たちの繋がりはこれから続いていく。

本当はこの倍くらい学生来てくれましたよ！（笑）皆さん、コップンカー！

孤児院の子どもたち。照れながらも一緒に「ハイチーズ！！」

一緒に歌って踊れば友達だ！！言葉が通じなくても、笑い合えるって最強！！
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Up with Peopleへの参加

　私のツアーの参加動機の１つは「音楽は人々の幸福度をあ
げるのか」を実践的に考えることでした。この手段として、音
響技術士の下でインターンをしました。というのも、音楽の
技術士は、常に客席とステージが一望できる位置にいるの
で、客観的に良し悪しを感じられると思ったからです。
 インターンとは、Up with Peopleで個人の成長のために設
けられている１つの個人プログラムです。ツアーを支えるス
タッフの下で、広報・営業・ダンス等の関心のある分野を学べ
ます。
　音響技術士は、会場の音響機器の設置と操作をします。私

は、「その会場にいる全員にとって、小さすぎず、うるさすぎ
ない音量にすることは不可能ではないのか」と思っていまし
た。しかし、これは、施設の大きさとスピーカーの向き・高さ
から会場全体の音の聞こえ方を想定したデモンストレーショ
ンできるアプリを使い、音を整えることができました。音響機

器の操作にもさまざま工夫があ
ります。私は、1度アカペラ曲の
音響機器の操作を任せてもらっ
たことがあったのですが、その
時に些細な音量・音質の調節に
よって、歌い手も歌いやすさが
変わるほど綿密な作業であるこ
とを知りました。
　このインターンから緻密に考
えられた音響が、音楽をする人・
聴く人の幸福度を向上させると
実感しました。また、ツアーを通
して、音楽だけでなく文化の交
流も言葉を超えて、人を結ばせ
ると強く感じました。

　2019 CastAとして参加をした三矢楓です。ダンスと世界
が大好きで、このプログラムを知った時には絶対に参加する！
と心に決めて4年越しに夢が叶いました。
　旅・教育・出会い・パフォーマンスなど様々な要素が凝縮さ
れた4ヶ月半で本当に濃い濃い時間でした。言葉も文化も違
う世界に飛び込み、冒頭は萎縮をしきった時間を過ごし、苦
しさや葛藤を感じ、だからこそ成長を感じたときの嬉しさ、
ショーやワークショップを成し遂げたときの達成感、人から受

けた優しさに大きく心が動きました。

　このプログラムに参加をする前から関心のあった、人との
出会いやダンスを通した表現の楽しさは期待以上のもので
した。しかし、それ以上に大きく影響を受けたのはコミュニ
ティーアクションやワークショップなど、数々の教育コンテン
ツでした。
　中でも一番影響を受けたのはHunger simulationと言わ
れる世界の飢餓の状況を100 人のキャスト達でシュミレー
ションをしてみるというワークショップでした。昼食の時間も
含め、同じ部屋で20人がフルコースを食べる中、30人はコッ
プ1杯の水にお皿1枚の豆とお米を食べ、残りの50人は2Lの
水とお皿2枚の豆をみんなで分け与えるのでした。そして20
人の富裕層の食べ残した食事を、最後に皆の目の前で捨て
てしまいます。廃棄される食糧が多いこと、飢餓に苦しんで
いる人がこの世の中にいることを知識として知っていたもの
の、それを自らがシュミレーションをするこのワークショップ
から受けた衝撃はきっと二度と忘れません。そのような世界
の現実を、多様性あふれる100名のキャスト達で体験をし意
見を交わすからこそ、よりリアルに感じました。

　世界がもっと自分ごとになり、Global Citizenとしての行
動を意識するようになりました。
　これまではどんなに世界が好きでもどこか他人事だったこ
とが、世界中に友人と家族がいる今、世界で起こるたくさん
の出来事が自分に繋がっていると感じます。
　プログラムを終えて、微力ながらも自分の力を信じながら、
自分が世界に対して何ができるのかを考えるようになり、自
分の意見や感じたことを発信する力、アイデアを形にする力
などがついたように感じます。

　そして今は、世界に出たいと想うすべての人がチャンスを
掴めるよう、アジアンビートをはじめとする国際交流プログラ
ムの企画運営を担当する機会を頂きました。自分の経験をア
ウトプットする場を頂き、本当に感謝です。日々、世界を自分
ごとに感じながら、たくさんの人が世界と繋がり成長する懸
け橋となれるように邁進していきたいと思います。

Up with People への参加

三矢 楓
Kaede Mitsuya

木村 莉子
Riko Kimura 

Up with Peopleとは
　世界約20か国から約100人のキャストが集まり、ショーパフォーマンス・ホームステイ・ボランティアワーク・ワーク
ショップなどの活動を世界を旅をしながら5か月に渡り実施します。多様性あふれるメンバーでパフォーマンスという
ひとつのものを作りあげること、旅先でのボランティアで出会う人々やホームステイの家族と過ごしながら、自分の
国とは違う世界の様々な生活を肌で感じるなどの活動を通して、世界市民としての教養を身に着け、国際社会で活
躍できる若者を育てる教育プログラムです。OCAにはUp with Peopleに参加する支援制度があります。
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　World ONIGIRI Friends Project（以下、おにぎりフレン
ズプロジェクト）リーダーの島林由香（ゆかちん）です。今年で
このプロジェクトも3年目を迎えました。活動概要、想い、参
加者の感想などを紹介したいと思います！

＜プロジェクト実施概要＞
■開催期間：7月17日（水）〜31日（水） 2週間
　＊期間中は、日本の一般家庭へホームステイ
■滞在地域：東京、中津川（岐阜）、群馬
■参加者：15名、6カ国（アメリカ、韓国、ベルギー、ドイツ、中国、日本）

「みんなで創るプログラム」であることが大切
　初めに、受け身ではなく自分から積極的に動くことの重要
性を伝えるため、チームビルディングなどのアクティビティに
力を入れました。このプログラムが始まった理由、続けるこ
とができている理由、関わる人への感謝など、丁寧に時間を
かけて説明しました。

　キャストたちは、Up with People卒業生がほとんどで、他
者とのコミュニケーションに意識が高い人が多いです。例え
言葉が通じなくても、初めての日本のホストファミリーとの滞
在を存分に楽しみ、「ホスピタリティ（おもてなし）が凄い！」と
の声がキャストからたくさん上がっていたのが印象的でした。
　短い東京滞在でしたが、國學院大學に行き神道などに触れ
る機会を頂いたり、伝統日本舞踊を体験したりと、日本の文
化を堪能した濃い3日間となりました。

中津川滞在6日間
　都会から地方まで体感するのがこのプロジェクトの醍醐味
です。中津川は自然豊かな町で、重要文化財である「常盤座」
という歌舞伎座でのパフォーマンスや地域の方や子どもたち
と交流会をする貴重な機会などに恵まれました。また地元の
方にとっても常盤座に人が入ること、子どもたちと伝統文化
が触れ合う良い機会になったそうです。

多様な価値観が交じり合うから面白い
　パフォーマンスをゼロから創り上げる過程で、「日本の人た
ちに伝えたい自分たちのメッセージって何なのか？」について
深く考える時間を設けました。「家族と過ごす時間がないくら
い忙しく働く人を見て、大切なことは何？と問いかけたい。」と
いう意見や、「もっと旅を夢みる子どもたちが増えてほしい。」

「小さな世界で生きている子たちに、自分次第で世界は広が
ることを伝えたい」など、このプログラムをやる意義が、キャ

ストたちの中に芽生えた時間でした。
　歌やダンスが得意なメンバーもいれば、そうでないメン
バーもいます。それぞれの特技や伝えたいことを活かして創
るパフォーマンスは、毎年全く違うものとなり、キャストの個
性や価値観が垣間見えて、とても面白いです。
　どんなショーになるかはいつもわかりません。しかし、この

「創る過程」こそがチームの結束を強くし、言葉が違っても分
かり合えるということを体現するので、大切にしています。

ブラジル人高校生たちとの交流
　群馬県太田市にはブラジル人がたくさん住んでいます、高
校生たちは日本語がわからない子もいたりして、英語日本語
ポルトガル語が飛び交う交流会となりました。ここではTake 
A Standというアクティビティをし、自分がなぜ日本にいるの
か、自分たちは世界を変えることができるかなど、広い視野
で世界を見つめる問いかけをしました。音楽に合わせて踊っ
たり、モノマネをしたり、キャストと高校生、お互いによく考
えたくさん笑った良い時間となりました。

感動のさよならパーティ
　群馬のホストファミリー、コモンビートのメンバーが集まり
総勢６０名で最後のパーティをしました。パーティの前にはお
にぎりを握る時間も設け、材料が同じでもそれぞれの違うお
にぎりが出来上がり食べ比べをして、パーティでも振舞いま
した。様々な思いが詰まった食事と、子どもたちと遊ぶキャ
ストたち、そして最後のショー。今までで一番心が通ったパ
フォーマンスになりました。見ていた人たちからは、「こんな
活動が、本当に平和を作ってくんだよね。本当に感動したし、
関われて良かった」「若い人たちが一生懸命に活動してること
に感銘を受けた」「歌って、言葉を越える。素晴らしい」など、

暖かい言葉を頂きました。このプロジェクトをやって来て良
かったなぁと心から感じました。

キャスト感想
・今までも新しい文化を知るのは好きだったけど、このプ
ロジェクトでもっと好きになった！ 本当に素晴らしい経験
ができたので、もっとたくさんの人に参加してほしい。こ
のプログラムは、文化、国、人同士を繋ぐという部分でと
ても価値があると思う。（Marius ドイツ）
・このプロジェクトに参加して、違う文化圏での旅や新し
い人に会うことの意味を再確認できた。それは、この２週
間インターネットなどをオフにして、今ここにいる自分、
目の前の相手と向き合う時間を大切にしたから。シンプ
ルに生きることの大切さを学んだ。（Tylene アメリカ）

ホストファミリー感想
・文化や言語が違っても、相手のちがいをただ受け入れ
ることが大切だということを学んだ。政治、宗教、家族
関係タブーと思っていたことも考えを否定せず、尊重し、
自分の考えを伝えることをすれば話ができることを知っ
た。おにぎりフレンズプロジェクトから世界平和を考えて
いることに感銘を受けた。また、ショーが本当にすばらし
かったです！！（群馬・今井さん）
・言葉自体は分からなくても、色々な方法で通じ合えるこ
とがわかり、今では外国の方を見ると話しかけたくなって
しまうほどになりました。子供達も大人たちも、一週間足
らずではありましたが、これまでの人生でみても、大き
な進歩のあった日々であったと言えると思います。

（群馬・久保田さん）

①大自然での共同作業。竹を切るところからそうめん流しをしたり、草刈りしたり。。。！　②人生初体験が盛りだくさん！ホストファミリーのお家で日本の食文化を堪能。　
③私たちにしかできないパフォーマンスとは？まずはお互いを知るところから始めよう！　④3か国語でゲーム！いつもの3 倍時間がかかるけど、いつもの3 倍楽しい～！！

World ONIGIRI Friends Project 2019
7月17日～31日

7 月

おにぎりフレンズプロジェクト

7 月　おにぎり フレンズプロジェクト

島林 由香
Yuka Shimabayashi

群馬さよならパーティ！国籍、年齢、言葉が違っても 1 週間でこんなに仲良くなりました！
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United States
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Belguim

B16
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United States

AB17&B18& A19

Tylene
United States
B18 & A19

Marius
Germany

B16

JiaYu
China
B18

Goun
South Korea

MK
United States
B15 & A16

Michael
United States

B17

Liam
United States
B18 & A19

Erika
United States

Yuka
Project Leader

A&B16

Poco
gunma Cordinater

A14

Yuki
Nakatsugawa Cordinater

B18

Sae
Film Crew

B17

おにぎり フレンズ プロジェクト 参加者、Up with People 参加年度

　今年はチュラロンコン大学から学生12名と教授1名が参加
し5月22日〜31日の10日間の予定で実施された。
　これはタイの学生と日本各地の大学の若者たちとの交流
やホームステイなどを経験し、日本の文化や生活体験などを
通じてお互いの理解を深めることを目的としたプログラムで
ある。
　大阪では関西学院大学、大阪大学を訪問、名古屋の中津川
ではホームステイを経験し、東京では中央大学、埼玉大学など
を訪問、約85名の人々がこのプログラムに参加してくれた。
■ 5月22日
　今年は初めて関西学院大学との交流が実現した。
経済学部の栗田教授のゼミ生17名が迎え入れてくれて教室
を出てフィールドでのセミナーとなった。
　タイでも日本同様の高齢化問題を抱えており、日本の福祉
の最先端技術を持つ高齢者施設や日本の高度経済成長に取
り残された人々が暮らす西成地域を見て歩き、夜には居酒屋
での交流会。ペアーで歩いて回った写真を投影しながらの感

想を発表。涙して話せなくなる子もーーー。本当にエモーショ
ナルな雰囲気での素晴らしい交流の場となった。
■ 5月23日
　大阪大学訪問。経済学部加藤准教授による「グローバル化
と経済発展」の特別講義を受けた。その後阪大生らと大阪城
を見学。夜には「回転寿司」での交流会となった。

奧村　康治
Koji Okumura

関西学院大学の皆んなと

タイ学生訪日研修プログラム
5月22日～31日

5 月

タイ チュラロンコン大学

Staff

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Cast

Staff Staff Staff

今後の予定
　このプロジェクトを始めたのは、Up with Peopleに参加し
て、世界中にホストファミリーという家族ができたこと、キャ
ストメイトという友達ができたことが本当に嬉しくて、こんな
経験を日本でも！と思ったことがきっかけでした。ただの旅行

では味わえない、心の交流がこの2週間には詰まっています。
　これからも、たくさんの人が出会い、関わる人の人生に少し
でも面白いスパイスが与えられるような活動であり続けたい
です。これを読んでいるあなた！ 次はあなたの土地へ、キャス
トを呼んでください！ 素敵なプログラムを一緒に作りましょう！！

心を込めたパフォーマンス。違うからこそ、解り合える喜びがある。ここが世界平和の始まり。

大阪城を見学
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楯　朝忠（タテ　トモタダ）
　わが家に来てくれたプラウは、いつも笑顔の絶えない子
でした。子供たちともとっても仲良くしてくれて、家族が一
人増えたような感覚でした。わずか２泊のホームステイでし
たが、わが家にとってとても貴重な体験になりました。特に、
私にとっては、ホームステイの受け入れは学生の頃からの
憧れでした。一緒に料理をしたり、お互いのことを伝え合っ
たりした時間は、かけがえのない思い出となっています。タ
イ語は分からなかったけれど、学生の頃少しかじったつたな
い英語やジェスチャー、表情などからコミュニケーションを
とることができました。わが家の子供たちは4年生と1年生
ですが、この年齢にして他国の文化に触れることができたこ
とも貴重な機会だったと感じます。「いつかタイに行ってプ
ラウに会いたい！」という子供たちの言葉からは、よい体験で
あったことがうかがえて、親としてもとてもうれしく感じてい
ます。貴重な機会をいただき，ありがとうございました。

金澤　政延（カナザワ　マサノブ）
「絶対に嫌だ。」ホストファミリーについて息子に相談したと
きの第一声は、“断固拒否”でした。「せっかくの機会だから
…」と言う自分も、実は少し不安だったりしました。そんな
心配をよそに、わが家に来てくれたしっかり者のミンディと
は、市内の自然や歴史を見て回ったり、和食やタイ料理を
家族と一緒に作りあったり、それぞれの国の文字や文化を
教え合ったり…。いつの間にか英語を使いはじめた息子から

「思っていた以上に楽しい！」という感想が出るころ、あっと
いう間にお見送りの時間でした。
　今、わが家の玄関にはミンディからもらったキャンドルが
飾ってありますが、この数日間の経験こそが何よりのギフト
でした。
　本当にありがとうございました。

■ 5月24日
　毎年ホームステイの受け入れを行ってくれている岡田夫
妻、森夫妻の案内で江戸時代の宿場町をそのまま残し、人々
が生活している中山道の「妻籠」を散策。夜は地元高校生らの
アイディアで作られた「ゲストハウス」に宿泊。地元の人たち
を交えてのBBQでの交流。タイの学生たちは大阪で買い込
んだタイの香料や素材でタイ料理を振る舞った。
■ 5月25日
　例年お世話になっている森氏宅の庭でホームステイをお
願いしたホストファミリーが手作りの料理を持参してくれての

「ウエルカムパーティ」。子供たちも加わり12家族が集まり
楽しい時間を過ごした。
　パーティ後緊張した面持ちでタイの学生たちはホストファ
ミリーと帰宅。日本の家庭での生活体験を楽しんだ。
■ 5月28日
　中央大学を訪問。今年から新たに担当していただけること
になった経済学部の小森谷教授を初めゼミ生たちが迎え入
れてくれた。経済学部の准教授松浦先生より講義を受けチュ
ラロンコン大学生からも携帯ソフトを使用してのゲーム方式
でタイの国情や生活についての話をした。

■ 5月29日
　午前中に「駐日タイ大使館」を表敬訪問。バンサーン・ブン
ナーク大使が玄関前で迎え入れてくれて1時間半にわたりタ
イと日本との強い繋がりに関しお話をしてくれた。ここには
チュラロンコン大学生以下中央大学生、埼玉大学生らも参加
した。
　午後からはお台場にある世界的に注目を集めている「チー
ムラボ・ボーダレス」を視察した。
■ 5月30日
　埼玉大学訪問。埼玉大学生からは日本における学生生活
の状況などについての紹介があり、タイ学生からは携帯ソフ
トを使用してのタイの紹介をゲーム方式で行った。その後一
行は埼玉大学生の先導で小江戸の川越の街を散策した。
　夜はホテル近くの居酒屋で「さよならパーティ」。それぞれ
がこのツアーを振り返り感想を述べた。
■ 5月31日
　朝、羽田より帰国の途についた。

　今年のプログラムで初めて関西地区で「関西学院大学」と
の交流を持てたことや中津川でのホームステイなど多くの人
たちとの交流が持てたことに感謝する。

5 月　タイ学生訪日研修プログラム

タイ学生訪日研修プログラム 参加者

①中津川のホストファミリーのみなさんと
②「妻籠」にて戦国時代の衣装を着て
③中津川のホストファミリーと
④駐日大使バンサーン・ブンナーク大使と
⑤駐日タイ大使館表敬訪問
⑥中央大学キャンパスにて
⑦中央大学小森谷教授と
⑧埼玉大学キャンパスにて
⑨チームラボ・ボーダレス
⑩チームラボ・ボーダレスにて

ホストファミリーの感想

1 2

3 4 5

6 7

8 9
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Somboon
先生

生 徒 と 私 は こ の ツ
アーで多くの経験を
得ることが出来まし
た。私はこれまで何
回となく日本を訪れ
ていますが、今回の
OCAでのこのツアー
は、これまで私が日
本を訪れた時の経験
とは比べものになり
ません。MRAハウス、
OCA の皆さん、そし
て各大学の経済学部
の皆さん、この活動
を支て頂きありがとう
ございます。
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　長谷川聡哲教授（現・名誉教授）の退職に伴い、2019年度
は中央大学経済学部から私と私のゼミ生たちが北部タイツ
アーに参加しました。バンコクには仕事で比較的出かけてい
る方ですが、タイのそれ以外の都市は私にとっても久しぶり
の訪問です。「そういえばメイファールアン大学（MFU）には
かつて訪れたことがあったような…」と思いながらも、結局
ちゃんと確認しないままタイへと旅経ちました。（後に確認し
たところ2013年3月に現地調査の途中でMFUのキャンパス
に立ち寄っておりました。） 
　このツアーの中で私のゼミ生と埼玉大学の学生さんたち
はチュラロンコン大学（CU）の学生さんたちとは旅の始めか
ら終わりまで、そしてチェンライではMFUの学生さんたちと、
チェンマイではチェンマイ大学（CMU）の学生さんたちと時
間を共有しました。異なる国の学生たちが、どちらにとっても
非日常の環境に置かれて、いったい何を見て何を感じたのか、

これには私自身興味津々です。また同じタイという国の学生
でも、地域の違いによって、彼ら彼女らの状況や考えがどう
違うのか、きっと学生たちそれぞれが交流の中で感じ、そし
て食事中やパーティーの際にお互いにそれを伝え合ってくれ
たと確信しています。 
　普段のゼミでは学生たちはグループ研究で忙しくしている
ため、さらに忙しくなる北部タイツアーに参加することをゼ
ミ生たちがどのように思っているのか、ツアーが始まる直前
まで心配していたことも事実です。しかし、そんな心配は無
用でした。せっかくタイに来ているのに日本食を食べたがる
ゼミ生たちには若干の苛立ちを覚えましたが、 MFU、CMU、
そしてCUの学生たちと積極的に交流している姿をはじめ、オ
フ・キャンパスでしか見られない姿を沢山見ることができたの
で、それも忘れることにしましょう。最後になりますが、今回
の北部タイツアーでお世話になりました全ての方々に深く感
謝申し上げます。 

日本の学生とタイの学生が一緒になって北部タイを訪問、地域経済を学び、各都
市の大学や地域の人々との交流を図るプロジェクト

中央大学経済学部　准教授

小森谷 徳純
Yoshimasa Komoriya

　昨年に続き2回目のプロジェクトとなり、今年は11月2日〜
10日の9日間の日程で実施された。
　今年は「中央大学」経済学部の小森谷教授以下、そのゼミ生
８名に加え、「埼玉大学」経済学部の長島ゼミから3名が参加、
チュラロンコン大学の4名とスタッフ2名が参加し総勢20名で
の「北部タイ」を訪れるツアーとなった。
　11月2日にバンコクに到着。11月4日に「チュラロンコン大
学」経済学部を訪問。中央大学生らの研究発表後チュラロンコ
ン大学経済学部長のWarawet教授、Sirima教授、Somboon
教授らが出席し「ウエルカムパーティ」が開かれ、一緒に「北部
タイ」へ同行する学生4人とスタッフ2人が紹介された。11月 5
日、一行は北部タイのチェンライに向かい「Mae Fah Luang 
Univ.」を訪問。Dr.Rapipong教授が迎え入れてくれた。ここで
は埼玉大学生が発表を行い、その後「Mae Fah Luang Univ.」
の学生10名が加わり少数民族の子供達が暮らす孤児院である

「メイコック ファンデーション」へ向かった。この施設の設立に

携わった1人である戸邉先生より、北部タイの少数民族の生活
やタイ人の有り様に関して話を聞き、夕食後はここに住む子供
達と歌とダンスの交流が行われた。その後、施設を運営する
アヌラックさんと子供達の手作りの花で綺麗に飾られた「タイ
の灯籠」を川へ流し、同時に「コムロイ」を夜空に上げた。翌日
には一晩を一緒に過ごした全員が3台のジープバスに分乗しア
カ族の生活する村を訪問したり、象に乗って川遊びなどを楽し
んだ。昼食後、国境の街メーサイに向かい、歩いての国境越
えを体験。小さな川にかかる国境線の橋を渡りミャンマーへ
入った。「トゥクトゥク」に乗ってミャンマーの国境線の街を視察
し、再度タイへ戻り「ゴールデントライアングル」へ向かう。到
着した時には陽も落ちてしまっていたがチュラロンコン大学生
が果敢に交渉し最後の客としてタイ、ラオス、ミャンマー３国
を跨ぐメコン川を遊覧できた。「ゴールデントライアングル」が
一望出来る丘からの景色はすでにとばりが迫り対岸のラオス
やミャンマーには明かりが点っていた。

Mae Fah Luang Univ.

チュラロンコン大学でのセミナー

北部タイ プロジェクト
11月2日～10日

11 月

チュラロンコン大学経済学部の前にて
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2019 年　「北部タイプロジェクト」参加者

●国境や国籍を超えても、どんな時でも1人ではないということを強く感じられた
旅だった。今回のツアーは正直、私にとって辛いことが多々あった。しかし日数を
重ねていくにつれ、タイの生徒が率先して私の負担を減らしてくれたり、自分の
学校の仲間たちから感謝されたりした。何より最終日に「あなたはとても良いリー
ダーよ」「あなたじゃなければ務まらなかったと思います」と言ってもらえたことは
大袈裟じゃなく一生の宝物になった。そう言われて初めて何をやるにもきっと誰
かが見てくれていると気付き、心が温まった。（中央大学　阿波連 楓菜）

●今回の旅行を通して貴重な経験ができてとても幸せでした。何よりこの経験を
させてくれたすべての人に感謝したいと思います。一緒に旅行ができてとても楽
しかったです。本当にありがとうございました。（中央大学 滝 早絢）

●タイで過ごした9日間は私の人生においてかけがえのない大切な時間になりま
した。さらに、とても優しいタイの学生のおかげで今回の旅はより良いものになっ
たと私は確信しています。本当に楽しかったです。またみんなに会えることを楽し
みにしています。（中央大学 伊東 風汰）

●このツアーは私にとって、かけがえのないものでした。孤児院見学では、どちら
の孤児院にも、日本人の協力があって成立しているところに、支援の身近さを感じ
られました。タイの方たちは、とても親切で、笑顔が素敵な人たちで、明るく話し
かけてくれました。このような人たちと友達になれたこと、そして、ツアーが終わっ
てからでも、SNSを通じて、連絡を取り合えることを感謝したいです。次の世代にも、
このような素晴らしい機会を同じように、体験させてあげられることを望みます。

（埼玉大学　佐藤耀天）

●元々はこのツアーに参加するかどうかとても迷っていましたが結果として参加
してとてもよかったなと思いました。タイに個人で旅行しても行かないであろう
場所、行けない場所にタイの友人、埼玉大学の友人、OCAの方たちと一緒に行け
たのはとても面白い経験であり、かけがえのない思い出になりました。この体験
を後輩たちにも得てほしいと思います。（埼玉大学　松田章吾）

●8日間のタイツアーに参加して自分の視野が広がることができました。タイの
学生と友達になり、お互いにFacebookやTwitterをフォローし、将来にも連絡で
きる繋がりを作りました。今回のプロジェクトに参加できたことは、自分のこれか
らの人生にとってとても貴重な体験になると思います。中国出身の私に対して、

時々英語を喋るし、時々日本語を喋ると頭の中がぐちゃぐちゃになっているが、出
会った日本人もタイ人も優しい人です。一緒に楽しい時間を過ごしました。今の
自分を見つめなおすことができたことが、このプロジェクトに参加した一番の収
穫だったと思います。（埼玉大学　経済学部 王家祥）

●チェンマイとチェンライへの旅行に参加ができて、とても幸運でした。皆で行っ
たすべての場所で毎日本当に楽しみました。私がこの旅行に参加して得た最も重
要なことは、素敵な日本人の友達全員との良い関係ができたことです！　どうもあ
りがとうございました。（フェーム）

●私たちがチェンライとチェンマイに一緒に行けたのは、とても素晴らしい経験
でした。いろいろな活動を行い、多くの場所で充実した時間を過ごしました。初
めて会ったときはとても興奮して緊張していましたが、話をしてお互いを知ったと
き、その緊張はすぐになくなりました。4日間の体験をありがとう！　また一緒に会
えることを願っています！（ソム）

●この旅行は素晴らしかったです！信じられないほど楽しかった！ ^ _ ^ /私はこ
の旅行中に多くの新しい友達を作りました（そのうちの何人かは、すでに親友で
す。）旅行が終わってからも、お互いに連絡を取り合っています。これは、「強い友
情には、毎日の会話や一緒にいる必要
はありません。お互いの思いが心の
中にある限り、真の友情は続きます。」 

（エンディン）

参加者の感想

11 月　北部タイプロジェクト

　「Imperial Golden Traiangle Resort」に宿泊し11月7日
にメーサイからチェンマイへ5時間半のバスの旅。チェンマイ
では「チェンマイ大学」を訪問。Dr.Nisit Panthamit氏から「タ
イの歴史と経済」「バンコクと地方都市の生活感」などの講義
を受けた。セミナー終了後チェンマイ大学生6名が加わり元
HIV感染で苦しんだ子供や孤児たちが暮らす「バーンロムサ
イ」を訪問。日本語とタイ語に分かれて孤児院の歴史や現状
について説明を受けた。宿泊は「バーンロムサイ」が経営する

「hoshihana village」に。日本の学生がこのツアーの為に
デザインしたTシャツをプレゼント。全員がそれを着ての夕餉
となり、夜遅くまでチェンマイ大生たちとの交流が続いた。

　11月9日バンコクに無事戻り、夜は「さよならパーティ」。
それぞれがこのツアーに関しての感想を述べたシーンでは
涙、涙の挨拶となった。

　今回で2回目の「北部タイプロジェクト」は中央大学の学生
たちに埼玉大学生が加わりチュラロンコン大学生たちと一緒
になって行動出来た事は新しい可能性への挑戦であった。
　全体を4つのグループに分け、日毎そのグループ内で話し
合い、みんなを先導し責任を持って行動する経験や、知らな
かった世界を垣間見たり、チュラロンコンの仲間や各地域で
の新しい友人との強い絆が持てたことは、みんなにとって大
きな収穫となった。　　

メコン川遊覧

Mae Fah Luang Unuv.の仲間

少数民族の村を訪れて ゴールデントライアングルを見下ろす丘にて象に乗って
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　OCAは2013年からチェンライの山岳民族の孤児院「メイ
コックファンデーション」とチェンマイのHIV感染孤児の孤児
院「バーンロムサイ」に寄付を行うとともに子供達との交流を
続けています。今年度と来年度の活動を紹介します。是非皆
さんのご支援をよろしくお願いします。

メイコックファンデーションへの支援
　メイコックは現在の経営者アヌラックさんの夫で亡くなられ
たPipat Chaisurinさんと、戸邉先生他が1988年に設立した
山岳民族の孤児院です。北部タイは第2次大戦時日本軍がア
ヘンを栽培し販売したため、戦後もアヘン中毒に長く悩んで来
ました。メイコックはアヘン中毒のリハビリ施設として設立さ
れました。その後中毒患者の子供、エイズで亡くなった両親の
子供達を養育する孤児院として活動を行っています。
　現在メイコックは5歳から18歳の子供達25人を養育してい
ます。アヌラックさんが中心になって美味しい食事を作り、近
くの小学校に子供達を通わせて、18歳までに自分で生活がで
きるように教育をしています。
　OCAは2013年から毎年40万円の寄付を送り、アジアン
ビート、北部タイプロジェクトで年2回メイコックを訪問して
子供達や孤児院の周りの山岳民族の人たちとの交流を行っ
ています。

2019年メイコックへの支援活動
　2019年もアジアンビートプロジェクトでメイコックに3泊
し、北部タイでも1泊2日滞在して子供達と歌やダンスの交流
を行い、食事を一緒に楽しみました。子供達と一緒に満天の
星空にコムロイを上げ、ロイクラトンのお祭りだったのでコッ
ク川に灯篭を流しました。今年もとても楽しい時間を過ごす
ことができました。
　しかしその時アヌラックさんから「今年初めに毎年50万円
を寄付してくださったタイの実業家が自身の事業の不振から
寄付を断って来た。このままではメイコックの経営が続けら
れなくなるだろう。」ということを聞きました。それは大変だ！
ということになり、12月7日に皆さんにメールを送ってメイ
コックへの寄付をお願いしました。現時点で以下のような寄
付を集めることができました。

１）ご寄付頂いた金額	 435,000円
２）チャリィティダンス教室	 74,100円
３）Tシャツの販売	 125,000円
　合計	 634,100円

　チャリテイダンス教室は星野桃子さんの発案で東京と大
阪で行われ、東京は20人、大阪は30人の参加者が寄付して
頂けました。Tシャツの販売はアヌラックさんがデザインした
Tシャツをコモンビートの東京公演で50着販売した売り上げ

です。皆さん大変ありがとうございました。1月10日にそれま
でご寄付頂いた金額を肥沼さんがメイコックに持参してアヌ
ラックさんに手渡しました。
　2020年度もメイコックへの寄付が必要になります。現在
以下のような計画を検討中です。

１）Monthly Supportのスポンサーを募集する。
２）チャリィティダンス教室を全国で展開する。
３）Tシャツをコモンビートの公演で販売する。
４）寄付するだけでなく実際にメイコックに行って
   ボランティアワークを行うプロジェクトを立ち上げる。

　詳細は近々ご連絡しますのでご寄付、プログラムへの参加
をよろしくお願いします。

バーンロムサイへの支援
　バーンロムサイは1990年にチェンマイに設立されたHIV
感染孤児の孤児院です。現在24人の子供達がこの施設で生
活しています。HIV自体は良い薬が普及したおかげで今では
子供達は元気に生活できるようになりました。

　OCAが寄付を始めた2012年頃はHIV感染についての偏見
が強い時期で、孤児院の子供達が地域の子供達とうまく付き
合うことができず悩んでいました。OCAの支援でバーンロムサ
イは図書館を充実させ、図書館プロジェクトの運営に乗り出し
ます。図書館に地域の子供達に来てもらい、図書館にあるコン
ピューターを利用して地域の子供達が宿題をバーンロムサイの
子供達と一緒にするようにしました。今では地域の子供達を入
れて224人の会員が利用していて、1日に約40人が図書館を利
用して孤児院の子供達と交流するようになりました。
　アジアンビートは毎年11月にバーンロムサイを訪問して子
供達と歌と踊りの交流会を行っています。

北部タイの孤児院支援プロジェクト
北部タイの孤児院支援プロジェクト

①メイコックの子供達　②コモンビートの公演会でTシャツを販売　③1月10日肥
沼さんがアヌラックさんに寄付金を渡した。　④星野桃子さんのチャリテイダンス教
室関西の参加者

メイコックの近くで象乗り コック川で灯篭流し バーンロムサイの子供達とコムロイを上げる。

バーンロムサイ設立者の名取さんと子供達 コンピューターも備わって宿題をやるようになった。

アジアンビートのキャストと遊ぶ子供

1 3

2 4

図書館で地域の子供達と一緒に勉強するようになった。

19 O C A  R e p o r t  2 0 1 9 20O C A  R e p o r t  2 0 1 9



●スクールプロジェクトとは？
　グローバル化が急速に進む社会において、国や文化が違う
相手との協働の機会は今後ますます増えていきます。そこで
は、英語をはじめとする語学力はもちろん、多様な価値観を
尊重する姿勢や言語以外のコミュニケーションで人とつなが
る力、自身の文化や意見を表現する力、その上で社会のあら
ゆる「答えのない問い」に対してチームで取り組み解決してい
く力が求められます。
　スクールプロジェクトでは、上記のような「生きる力」を身
に付けるきっかけを子どもたちに届けたいという想いのもと、
学校訪問活動を行っています。

●世界のダンス教室とは？
　ブラジルのサンバ、ケニアでよく使われるアフリカンミュー
ジック、タイで有名なポップス等、世界各国の様々な音楽
に乗せてダンスを踊り、全身を思い切り動かして「楽しさ」を
ベースに異文化理解を行う表現プログラム。ダンス以外に
も、あいさつや言葉、国旗、文化に関するクイズや写真等の
教材を効果的に用いて、様々な角度から海外の文化を学ぶ
工夫を取り入れています。

●2019年実績について
・訪問回数：36回、プログラム提供児童・生徒数：2,079名
(OCAからの助成対象分)
・通常授業に加えて、学童クラブでの定期開催、親子表現
ワークショップ、学芸会に向けた表現力向上等の新しい種
類の依頼が増え、表現教育そのものへのニーズの高まり
を実感することが出来ました。
・都内以外での開催を希望する声が多く、2020年度から本
格的に全国展開をする上での足がかりとなるつながりを多
く作ることが出来ました。

●児童とスクールキャストの感想
・児童の感想①
「最初はおどるのが少しいやだったけど、いろんな国のことを
知っていくうちにその国の人たちとおどっているような気が
して、たのしむことができました。一人じゃなくてみんなでお
どったからより楽しかったです。」
・児童の感想②
「体育も身体を動かすことも好きじゃないけど、この授業なら
毎日やってほしい！全部の国をやりたい！また来てもらえるよう
に、先生にいっぱいお願いします。」
・スクールキャストの感想①
「子どもたちにとって体や五感を通して、楽しい感覚でいろん
なことを学ぶ機会になっていたら嬉しいです。私ももっと沢山
の世界を見て、子どもたちに伝えていきたいと思いました。」
・スクールキャストの感想②
「子どもも大人も自分を抑えて生きてる人が多い時代に、身
体を動かし、言葉以上のコミュニケーションをとることで、本
当の笑顔や喜びの表情があふれ出る時間でした。
自分を心の奥から表現する、生きる力を見つめ直せる機会に
もなりました。」

●地方展開の状況
　これまでは都立校への訪問がほとんどだったが、2019年
は東北・関西・九州等の地域でも活動を展開することができ
た。団体の活動が全国各地に広がっているという波に乗るか
たちで、本プロジェクトのニーズが広がっているのを実感で
きる一年となりました。

●ファシリテーター育成状況
　現在、以下６名が正式に認定されたファシリテーターとして
現場での指導を行なっています。

村岡真梨、上原紗英、山瀬加奈、島林由香、 
三矢楓、北野三保子

　また、研修中のメンバーは5名。いずれもUWP同窓生や
国際経験が豊かで、団体内でリーダーシップを発揮し活躍し
ているメンバーが多数となりました。

●訪問数の推移
（＊高校訪問等のOCAの助成対象になっていない全ての訪
問数を掲載）
2017年：2,393名
2018年：3,854名
2019年：2,253名

●2020年の目標
　以下の三つの視点を次年の目標としています。

①現場と時代のニーズを汲み取り、SDGsに関する新プロ
グラムを設計。

⇒オリンピック・パラリンピックに続く現場のニーズの流れ
として、SDGsの視点を持ちながらプログラムの開発

②全国にプログラムを提供できる体制作り
⇒スムーズな運営体制と十分な人数のファシリテーターを

育成し、全国展開に向けた運営基盤を作っていく。
③営業力・PR力を高め、外部への積極的なアプローチを！
⇒学校への効果的な営業方法の確立、外部の教育イベン

トへの出展、内部企画の充実を図ることで、依頼数の増
加につなげていく。

北野 三保子
Mihoko Kitano

　3年近く過ごした六本木の仮事務所から2020年5月以降に元の麻布の新事務所に戻ります。
　1954年4月に財団法人MRAハウスがこの地で発足して以降1969年の建て替えをへて３代目のハウスになります。

新しいMRAハウス

年間40校 全国に広がる「スクールプロジェクト」
年間40校 全国に広がる「スクールプロジェクト」
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時期 プログラム 2019年度（実績） 2020年度（予算）

5月 タイ学生訪日研修プログラム 543,732 900,000
7月 おにぎりフレンズプロジェクト 681,001 0
9月 サマーキャンプ 185,138 209,000
10月 海外ボランティアプロジェクト 0 680,000
11月 日本タイ学生北部タイツアー 1,165,416 1,222,000
11月 アジアンビートプロジェクト 1,796,250 1,722,000
12月 クリスマスパーテイ 18,495 100,000

スクールプロジェクト 　　1,193,251 1,500,000
メイコックファンデーション、バーンロムサイへの寄付 800,000 800,000
UWPへの派遣支援費 500,000 1,000,000
海外出張費 815,200 1,804,000
業務委託費 3,319,950 3,757,000
一般経費 1,734,131 2,500,000
OCAレポート印刷費 667,903 600,000

合計（円） 13,420,467 16,794,000

運営委員　佐藤、毛原、古関、高橋、清水、安達、我妻、瀧澤、肥沼、奥村、北野、秋山、島林、神部、三矢
参加方法　OCAの活動はメンバー制を取っていません。入会金も必要ありません。
　　　　　以下 MRA ハウスのホームページに活動予定と内容を記載しますので、参加ご希望の方は 
　　　　　ホームページに記載された申し込み方法にてご連絡ください。

連絡先
一般財団法人　MRAハウス　OCA国際交流事業
〒106-0047 東京都港区南麻布4丁目9番17号
電話 03-3445-5111　FAX 03-3445-5112
ホームページ　　https://www.mrafoundation.or.jp/

OCAの運営方針 　
組織形態　OCAは一般財団法人MRAハウスの直轄事業として活動している。
活動方針　海外との異文化交流と地域社会との交流を通じてグローバルリーダーシップの育成を目指す。
活動予算　活動予算は一般財団法人MRAハウスの年次予算による。MRAハウスは基本財産およびその他の 
　　　　　 財産運用等により事業活動を行っている。
年間予算　2019年度（実績）、2020年度（予算）のOCAの活動内容と年間経費は以下の通り。




